
（別紙様式２）環境のための地球規模の学習及び観測プログラム（グローブ）推進研究成果報告書 

 

横浜市立永田台小学校 

問い合わせ先：045－714-4277 

 

Ⅰ 学校の概要 

 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数 

（平成２９年３月現在） 

   児童数    ４７９名 

   学級数    １６学級 

   教職員数    ３３名 

 

 ２ 地域の概況 

   学校はマンションや団地に囲まれているが、地域 

  の方々は、花や木を植え整備し、緑で住みやすい町 

  作りをしている。しかし、団地も年数を経て、横浜 

  市内でも最も高齢化が進んでいる地域となってい

る。 

 

 ３ 環境教育の全体計画等 

環境教育の目標 

   自分たちの身近な環境を見つめることを通して、

よりよい環境を作っていこうとする児童を育てるこ

とを目指す。 

 

環境に対する豊かな感受性の育成 

自分自身を取り巻くすべての環境に関する事物・ 

現象に対して、興味・関心をもち、意欲的にかかわ

り環境に対する豊かな感受性をもつことができるよ

うにする。 

 

環境に働きかける実践力の育成 

環境保全のため、どのような生活様式や実践的行 

動をとるべきかなどを考えて行動することや、自ら

責任ある行動をとり、協力して問題を解決できるよ

うにする。 

 

環境に対する見方や考え方の育成 

身近な環境や様々な自然の事物・現象の中から自

ら問題を見付けて解決する力とその過程で獲得する

知識と技能を身に付けることで、持続可能な社会の

構築につながる見方や考え方を育む。 

 

Ⅱ 研究主題 

  「サスティナブルスクールを志向する環境デザイン 

についての研究」 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の概要 

 

 １ 研究のねらい 

  「作る、できる、発表する」ことだけに満足するこ

となく、「影響、変容、変革」を求める子どもの姿を

目指している。観測を通して、多くの気付きを高め、

課題意識をもち、身近な実践を行っていくことができ

るようにする。 

   

  ２ 校内の研究推進体制 

（１）研究推進体制 

   ① 校内体制 

    校長、副校長、教務主任、環境部を中心に計画 

   ・研究・情報発信を行う。 

   ② 関係諸機関との連携 

   ・SDGｓカードゲーム 

・横浜市水道局による出前授業 

   ・エコプロ 2016参加 

   ・サントリー出前授業 

   ・東レ出前教室 

   ・環境絵日記 

・エコライフチェックシート 

    

 （２）観測体制 

日々の観測は以下の通りである。 

   ・環境委員会 

    雲量・雲形の観測 

    ビオトープの水温、地温、PH値測定 

    最高気温、最低気温、現在気温の測定 

    校内への発信 

 

 （３）観測機器などの設置状況 

   ① 百葉箱（デジタル温度計） 

   ② 湿度計（各教室配置） 

   ③ 地温計、水温計（ビオトープ設置） 

   ④ PH試験紙 

   ③ デジタルカメラ 

   ④ 記録ファイル 
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３ 研究内容 

 （１）グローブの教育課程への位置付け 

①身近な環境、自然事象に目を向け、「影響 

    変容・変革」を求める子どもの育成を図る。 

   ②日々の観測を続けることで、世界の環境に目を 

    向けることのできる子どもの育成を図る。 

 

（２）グローブを活用した教育実践 

 

Ⅰ．全校の取り組み 

環境絵日記 

     全校で夏休みに取り組んだ。身近なことや、

自分の生活を振り返ったり、見直して、環境の

事を考えたり、環境に良いことに取り組んだり

したことを絵日記にした。今年で 4年目なので、

保護者の方にも理解があり、子どもと協力、実

践してくださっているご家庭も多くなってきて

いる。 

   エコライフチェックシート 

     ３年生以上が夏休みに取り組んだ。自分の生

活がエコにどれだけ貢献しているか、チェック

をすることで確認している。 

   エコプロ 2016出展（３～６年生） 

     自分たちの身の回りの環境の調査や観察等で

気付いたことをもとに、ブースを出展し、見学

していただいた方に、子ども達一人ひとりがそ

れぞれどんなことを調べ、どう感じたかなどを

聞いてもらう場としている。 

 

Ⅱ．各学年の取り組み 

１年生 

年間を通して学校探検を行い、学校は色々な人

たちが関わってくれているということに気付い

た。 

２年生から育てたあさがおの種をもらい、育て

方を教わった。種から芽が出て、つるが伸び、花

が咲く、そして種になる。育てていく中で「種か

ら種に命はつながっている」ということを知り、

大切に育てることができた。 

    また、自分たちが育

てた種を新しく入学し

てくる新１年生にプレ

ゼントすることで、「命

のつながり」をバトン

タッチしていこうとし

ている。 

 

２年生 

   生活科の中で、夏野菜、冬野菜の栽培を行った。 

   種から苗を育てることで、植物の成長の変化を 

  実感することができ、子どもたちは「自分の苗」

という愛着をもって育てた。また、毎朝の水やり

や観察なども、率先して行うことができた。育て

て収穫した野菜は、調理をしてみんなでおいしく

食べ、食物のありがたさを感じた。 

   また、モルモットのお世話も毎年２年生が担当

している。動物園に行き、飼育員の方にお世話の 

仕方を教わった。中休みや昼休みに触れ合いなが

ら、ケージの掃

除や餌やりをし

て、生き物との

ふれあいに親し

みを感じながら

活動することが

できた。 

 

３年生  

   環境のために自分たちのできるエコは何か？ 

  ということや、地域の人と共に地域を守っていく

には、自分たちに何ができるか？という「自分が

できることを考え、行動できる子」をめあてに 

活動した。主に、地域ケアプラザのようなお年寄 

りがいる場所を訪ねて、交流を重ね、地域のため 

に自分たちがで 

きることを考え 

た。 

    また、学校の

中では毎日、た

くさんの紙が使

用されているこ

と、紙も大切な

資源であることを理解し、白紙が包まれている茶

紙を捨てずに活用したり、毎日給食に出される牛

乳パックの再利用法を考えたりした。 

 

４年生 

   「水」についての取り組みに重点をおいて活動

した。毎日何気なく使っている水道の水がどのよ

うにできているかを、実際に浄水場へ行くことで

知った。その中で、２４時間３６５日管理してい

ることで、家庭や学校に水が届いていることがわ

かり、自分たちがどのくらいの水を使っているの

か、どのくらい無駄にしているのかを振り返るこ

とができた。 

また、日本で

は当たり前のよ

うに水道の水を

飲むことができ

るが、世界では

そうではないこ
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とを知った。出前授業を通して、水をきれいにす

るための企業の技術を教えてもらい、節水も含め、

自分たちに何ができるか、できることから始め、

その実践をエコプロや、かがやき祭（総合発表会）

等で発信した。 

 

５年生 

   SDGs カードゲ

ームを通して「SDG

ｓ（持続可能な開

発目標）」を知る

ことからスタート

した。 

   気候変動によって様々な地域で生活に変化が起

きていること、世界は今、どんな状況にあるのか

などを調べた。また JICAでの「もしも世界が１０

０人の村だったら」の体験から、日本と世界の違

いや貧困、まだまだ残る差別に気付いた。 

調べたことについては、エコプロなど、たくさ

んの人に出会える機会に発信することを取り組ん

だ。 

    

６年生 

   「未来ザップ～my story～」というテーマで文

化・歴史体験、国際理解・海外交流、環境教育等、

様々なことに接する機会を設けた。 

   その中から自分と、自分の未来にとって大切な

ことを考え、行動を起こ

している。 

 例えば、生き物が住み

やすい水環境を調べたい

と、理科専任とともに水

質、水温等を調べたり、ごみや無駄を減らすため

にエコバックを自分で作ったりと、環境を維持・

改善するための工夫をする児童も見られた。 

    このことは中学生、大人になっても気にかけ、

興味をもち、アンテナを高くしていけるよう活動

している。 

 

  個別支援級 

    今年度は「歌おう、踊ろう、エコミュージック」

というテーマで、エコと音楽を組み合わせた活動

をしている。 

    不要になったものや、普段はゴミとして捨てて

しまうものなどを使って、手作り楽器をつくり、

それを使って歌に合わせ

て演奏したり、リズム奏

をしたりした。 

   

 

Ⅲ．環境委員会の取り組み 

 

 日々の常時活動とし

て、最高気温・最低

気温、雲量・雲形の

観測を行ってきた。

また今年度、ビオト

ープの整備が完了し   

たので、夏季からビオトープの水温・地温・水質検

査を始めた。 

  5 年から環境委員会に在籍していた６年生が観測す

る手段・方法を伝え、毎日の計測を正確にとるよう

努めた。 

観測結果をもとに、   

今まで数年分の観測デ    

ータと照らし合わせて 

気付いたことを話し合 

い、「どんどん気温の 

上がる時期が早まって 

いる」ことや、「最高最低気温の差が少なくなって 

きている」ことに気付いたり、気温の変化が「以前 

に比べ雲の形が似ている日が多くなってきている」 

こととつながっているのではないかと、それぞれの 

観測データを関連付けて考えたりできた。 

また委員会の中にフィリピンに繋がりのある児童

がおり、「どんどんフィリピンの気候に近づいてき

ている」と感じたことから、フィリピンと日本の毎

月の平均温度と比べ、気候の変化に気付くことがで

きた。 

これらのことを「グローブ日本の集い」での発表

もふまえ、朝会での発表とポスターの掲示という形

で発信した。 

   

Ⅳ．職員の取り組み 

 昨年度、今ある学習を水・森林・エネルギー

・生物多様性・防災・気候変動に分け、今年度、

気候変動の学習を中心に取り組んで行くことと

した。 

 まずは職員が SDGｓ（持続可能な開発目標）

について知ることや、気候変動の授業について

教材研究を行った。 

 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

１． 毎日の観測 

1 週間に５日、毎日のように観測を続けること

で、いつもと違う、先週と違う等、微妙な変化に

気付くことができるようになった。 

また 4 年間のデータがあるので、4 年前と…去

年と…というように比較することで、新たな気付
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きが生まれる、ということも多くなった。 

    ただ、その気付きから得たことを自分の生活や

生かすことや、学校の中や他の児童への発信、と

なると、自分たちから行動できるまでには至って

いない。 

     

２．ビオトープの整備 

地域の方に協力

していただき、ビ

オトープの整備が

完了した。それに

ともない、ビオト

ープの観測も開始

し、環境部が中心となって草取りなどもしてい

る。 

 また、ビオトープの整備が完了したことで、

いずれ蛍の幼虫をビオトープで育て、成虫にで

きるようにしていきたいという思いから、地域

の方や「横浜ホタルの会」の方に蛍の育て方や

性質を教えていただいたり、インターネットで

調べたりと、児童も「蛍を育てたい」という気

持ちは大きくなっている。 

 その反面、本当にビオトープが蛍の育成に適

しているのかや、今後どのようにビオトープを

維持していくのか、いまだ手探りで、地域の方

に手を借りている部分が大きい。 

 

Ⅴ 今後の展望 

１． 環境委員会からの発信 

例えば、月に 1回の委員会活動の中で、日々

の気付きを話し合い、行動に移すための時間を

とったり、活動掲示板をつくって日々の活動を

発信するなど、４年間の積み重ねを生かし、今

の学校生活の課題や、委員会の中で学校のため

にできることを自ら考え、行動できるようなき

っかけを作っていきたい。 

 

２．ビオトープの改善と維持 

 今は環境部の職員が中心となってビオト

ープの管理をしているが、どの職員にもわか

るようにマニュアルをつくったり、地域の方

や PTAにも定期的に整備をお願いしたりする

ことで、委員会だけでなく、クラスや地域の

方との活動の場として、ビオトープが生かせ

るようにしていきたい。 

 

３．気候変動に関する学び 

  今年度、イマココラボのご協力で SDGｓカー

ドゲームの授業を 2回行った。また「キートス

のリンゴの木」という映像を用い、物語から気

候変動を考える授業を３年生、５年生で行った。 

  このような企業等との繋がりを生かして、気

候変動についての授業や活動を繰り返し行うこ

とで、新しいアプローチを考え、さらに発展さ

せていきたいと考えている。 

 


